
＜学校向け＞ 

小中学校における障がい理解啓発に関するアンケート（案） 
 

アンケートの目的 

このアンケートは、宮崎市における小中学生の障がい理解啓発の現状を把握し、今後の施策に役立てるために行いま
す。本市では、現行進行中の「第4期宮崎市障がい者計画」において、小中学生の障がい者への理解・配慮できている
割合を、令和11年度までに70%にすることを目標として、各施策を行っています。この目標達成のため、学校現場のご
協力が不可欠です。ご多忙の中恐縮ですが、アンケート回答へのご協力をお願いいたします。アンケート結果は、個人
が特定できない形で集計・分析し、今後の施策に活用するとともに、学校へフィードバックさせていただきます。 

 

第4期宮崎市障がい者計画 

成果指標 現状 
（R3年度） 

中間目標 
（R7年度） 

最終目標 
（R11年度） 

小中学生及び一般における障がい者に対し理解・配慮できて
いる人の割合 47.4％ 60％ 70％ 

 

■アンケート調査結果【それぞれの障がい者への配慮】 

 小中学生調査 一般調査 全体 

身体障がい 66.7％ 67.2％ 66.8％ 

知的障がい 54.6％ 54.0％ 54.5％ 

精神障がい 47.3％ 41.3％ 46.6％ 

発達障がい 52.3％ 51.8％ 52.2％ 

高次脳機能障がい 21.7％ 28.2％ 22.4％ 

難病 42.9％ 35.8％ 42.2％ 

平均 47.6％ 46.4％ 47.4％ 

※市内の市立小学校6年生、市立中学校3年生及び16歳以上65歳以下の宮崎市民に対するアンケート調査（令和3年
度実施） 

※数値は「十分理解・配慮できている」「まあまあ理解・配慮できている」と回答した割合の合計 

 

問1　学校の基本情報 

●​ 学校名　：（　　　　　　　　　）小学校・中学校 
●​ 学校規模：（　　　　　　　　　）名　　※児童・生徒数をご記入ください 

問2 　障がい理解教育を行う上で、最も重要だと考える理由は何ですか。（複数選択可） 

1.​ 社会参加のために必要 
2.​ 人権教育の一環として 
3.​ 共生社会の実現のため 
4.​ その他（　　　　　　　　　　　　　） 

問3 　 昨年度または今年度、学級（担当）で、障がい理解に関する何らかの公式な教育活動を行
いましたか。（今年度は、予定でも構いません。） 

1.​ はい 
2.​ いいえ 

問4　 （問3で「はい」と回答した方）どのような活動を行いましたか。（複数選択可） 

1.​ 障がいのある当事者などゲストティーチャーによる講話（障がい福祉課事業：あすチャレスクール） 
2.​ 車いす体験などの疑似体験（障がい福祉課事業：ふれあい福祉体験） 
3.​ 特別支援学校との交流及び共同学習（例：交流会、共同授業、合同行事など） 
4.​ 道徳の時間における福祉の指導 
5.​ 総合的な学習の時間における福祉に関する探究活動 
6.​ 特別活動における人権学習 
7.​ 書籍・映像教材の活用（具体的にご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　） 
8.​ その他（　　　　　　　　　　） 

問5　（問3で「はい」と回答した方）それらの活動は、主に教育課程のどこに位置づけられました
か。（複数選択可） 

1.​ 総合的な学習の時間 
2.​ 特別の教科 道徳 
3.​ 特別活動 
4.​ その他（　　　　　　　　　　　　　） 

問6　障がい理解教育を実施または充実させる上で、感じる主な課題・困難は何ですか。（３つま
で選択可） 

1.​ 時間的な余裕がない 
2.​ 障がいに関する知識が不足している 
3.​ 具体的にどのような内容・方法で教えればよいか分からない 
4.​ 適切な教材やリソースがない 
5.​ 外部の専門家や団体との連携・調整が難しい 
6.​ 保護者の反応が気になる 
7.​ その他（　　　　　　　　　　　　　） 

問7　学校には、医療や福祉などの外部支援機関と連携する際の、明確で周知された手順があり
ますか。 

1.​ はい 
2.​ いいえ 
3.​ 知らない 

問8　あなたの学校では、特別支援教育や障がい理解啓発に関する教職員向けの公式な研修
（校内研修、OJT等）がどのくらいの頻度で提供されていますか。 

1.​ 頻繁にある（年に数回以上） 
2.​ 年に数回 
3.​ 年に1回 
4.​ 2年に1回 
5.​ ほとんどない 
6.​ 全くない 
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問9　障がい理解教育を推進するために、市役所（または教育委員会）からのどのような支援が
最も役立つと考えますか。（３つまで選択可） 

1.​ 指導案や教材をまとめたリソースバンクの提供（例：すぐに使える指導案や教材集、学年ごとの指導案、動画
教材、事例集） 

2.​ ゲストティーチャーや連携可能な団体のリスト提供・紹介（例：障がい種別ごとの専門家リスト、地域で活動する
NPO団体リスト） 

3.​ 市主催の教員向け研修会の開催（例：先進校の視察研修、先進事例紹介セミナー） 
4.​ 特別支援教育の専門家による巡回相談・コンサルテーション（例：学校訪問による個別相談、電話相談、メー

ル相談） 
5.​ 他校の優れた実践を視察・見学する機会の設定 
6.​ その他（　　　　　　　　　　　　　　） 

問10　市が作成した「障害者差別解消法に関する理解啓発動画」をご存じですか。 

1.​ 視聴したことがある 
2.​ 名前は知っているが視聴していない 
3.​ 知らなかった 

問11　（問10で「視聴したことがある」と回答した方）動画をどのように活用しましたか。（複数選択
可） 

1.​ 授業で活用した 
2.​ 校内研修で活用した 
3.​ 個人で視聴した 
4.​ その他（　　　　　　　　） 

問12　今後、市が取り組むべき障がい理解啓発施策について、ご意見・ご提案があればお
書きください。（自由記述） 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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